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５

法
第
一
七
条
の
八
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る

行
為
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
二
条
関
係
）

法
第
一
七
条
の
八
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為

で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

当
該
地
域
再
生
土
地
利
用
計
画
（
法
第
一
七
条

の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
土
地
利
用
計

画
を
い
う
。
６
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
記
載
さ

れ
た
法
第
一
七
条
の
七
第
三
項
第
二
号
の
誘
導
施

設
を
有
す
る
建
築
物
で
仮
設
の
も
の
の
建
築
の
用

に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為

の
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
で
仮
設
の
も

の
の
新
築

建
築
物
を
改
築
し
、
又
は
そ
の
用
途
を
変
更
し

て

の
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
で
仮
設
の
も

の
と
す
る
行
為

法
第
一
七
条
の
八
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為

で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
等

次
に
掲
げ
る
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

イ

建
築
物
で
仮
設
の
も
の
の
建
築
又
は
工
作
物

で
仮
設
の
も
の
の
建
設
の
用
に
供
す
る
目
的
で

行
う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

ロ

既
存
の
建
築
物
又
は
工
作
物
の
管
理
の
た
め

に
必
要
な
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

ハ

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
行
う
土
地
の
区
画

形
質
の
変
更

次
に
掲
げ
る
建
築
物
の
建
築
又
は
工
作
物
の
建

設イ

建
築
物
で
仮
設
の
も
の
の
建
築
又
は
工
作
物

で
仮
設
の
も
の
の
建
設

ロ

屋
外
広
告
物
で
表
示
面
積
が
一
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル

以
下
で
あ
る
も
の
の
表
示
又
は
掲
出
の
た
め
に

必
要
な
工
作
物
の
建
設

ハ

水
道
管
、
下
水
道
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
工
作
物
で
地
下
に
設
け
る
も
の
の
建
設

ニ

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
物
置
、
作

業
小
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
又
は

工
作
物
の
建
築
又
は
建
設

６

法
第
一
七
条
の
八
第
二
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る

行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第

一
五
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
事
業
の
施
行
と
し
て
行

う
も
の
を
除
く
。）と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
関

係
）

都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計

画
施
設
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
者
が
当
該
都
市
施

設
（
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
都
市
施
設
を
い
う
。）

に
関
す
る
都
市
計
画
に
適
合
し
て
行
う
行
為

地
域
再
生
土
地
利
用
計
画
に
記
載
さ
れ
た
公
共
の

用
に
供
す
る
施
設
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
者
が
当

該
地
域
再
生
土
地
利
用
計
画
に
適
合
し
て
行
う
行
為

（

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

７

こ
の
政
令
は
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
七
年
法
律
第
四
九
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
七
年
八
月
一
〇
日
）か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

国
勢
調
査
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
八
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
八
十
七
号

国
勢
調
査
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」の
下
に「（
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て「
学

校
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
診
療
所
に
」
を
「
診
療
所
（
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有

す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
」
に
、「
入
院
し
、
又
は
入

所
し
て
い
る
」
を
「
入
院
し
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
五

号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
年
」
の
下
に「（
以
下
「
調
査
年
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を「（
調
査
事
項
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
、
調
査
票
に
よ
り
」
を
削
り
、「
第
一
号
ト
、
チ
、

リ
及
び
ヨ
」
を
「
第
一
号
リ
及
び
ヨ
並
び
に
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、「
除
く
」
の
下
に
「
。
以
下
「
調
査
事
項
」と
い
う
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
が
指
定
し
た
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
区
の
区
域
と
す
る
」
を「（
特
別
区
の
長
を
含
む
。
以

下
同
じ
。）が
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
修
正
し
た
調
査
区
の
区
域

ご
と
に
、
指
定
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
そ
の
他
の
」
を「
及
び
総
務
省
令
で
定
め
る
」に
、「
の

検
査
及
び
」
を「（
以
下
「
調
査
関
係
書
類
」
と
い
う
。）の
検
査
そ
の
他
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
調
査
票
そ
の
他

の
」
を
「
識
別
符
号
（
総
務
大
臣
が
世
帯
を
識
別
す
る
た
め
に
付
し
た
符
号
を
い
う
。
第
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

十
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
記
載
し
た
書
類
の
配
布
、
調
査
票
の
配
布
、取
集
及
び
記
入
並
び
に
」に
、「
こ

れ
に
」
を
「
こ
れ
ら
に
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
年
」
を
「
調
査
年
」
に
改
め
、「
当
該
市
町
村
」
の
下
に「（
特
別
区
を
含

む
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
勢
調
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。

一

調
査
年
の
九
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
日
（
総
務
大
臣
が
同
日
ま
で
に
こ
の
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
調
査
事
項

に
係
る
情
報
を
受
信
し
た
後
、
調
査
時
に
お
け
る
調
査
事
項
に
係
る
情
報
に
変
更
が
生
じ
た
世
帯
に
あ
つ
て
は
、

当
該
調
査
年
の
十
月
二
十
日
）
ま
で
の
期
間

国
勢
調
査
員
又
は
第
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
五
項
の

事
務
の
一
部
を
行
う
国
勢
調
査
指
導
員
（
以
下
「
国
勢
調
査
員
等
」
と
い
う
。）が
識
別
符
号
を
記
載
し
た
書
類
を

世
帯
ご
と
に
配
布
し
、
及
び
総
務
大
臣
が
世
帯
員
又
は
世
帯
主
若
し
く
は
世
帯
の
代
表
者
に
準
ず
る
者
の
使
用
に

係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当
該
識
別
符
号
を
用
い

て
送
信
さ
れ
た
調
査
事
項
に
係
る
情
報
を
総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
お
い
て
受
信
す
る
方
法
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